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〜
町
ぐ
る
み
で
ス
ポ
ー
ツ
　

　
　
　
　
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
〜

　
毎
年
、
体
育
の
日
に
開
催
さ
れ
る
「
松
田
ス
ポ
レ
ク
祭
」
が
、
今
年
も
松
田
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
な
ど
で
開
催
し
ま
す
。
　
　

　
第
６
回
松
田
ス
ポ
レ
ク
祭
は
、
主
催
の
松
田
町
体
育
協
会
と
今
年
３
月
に
設
立
し
た
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
松
田
☆
ゆ
い
☆
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
旧

:

松
田
町
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
む
会
）」
が
共
催
し
て
開
催
し
ま
す
。
　

　
町
内
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
を
は
じ
め
、
福
祉
団
体
な
ど
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

町
ぐ
る
み
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
今
年
の
松
田
ス
ポ
レ
ク
祭
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形

成
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
、
世
代
や
性
別
を
超
え
、
楽
し
み
な
が
ら

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
る
場
で
す
。
今
年
の
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
、
こ
の
よ
う

な
場
が
増
え
る
よ
う
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
全
て
の
町
民
が
楽
し
め
る
種
目
を
行
い

ま
す
。

　
８
月
25
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
観
光

ま
つ
り
の
大
名
行
列
で
、
幼
稚
園
児
・
立

花
愛
児
園
児
、
小
学
生
、
中
学
生
が
そ
れ

ぞ
れ
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
演
技
を
披
露

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
中
学
生
は
平
成
６
年
、
幼
稚
園
児
・
立

花
愛
児
園
児
は
12
年
、
小
学
生
は
22
年
か

ら
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
中
学
生
の
「
民
俗
芸
能
伝

承
教
室
」＝
大
名
行
列
奴
（
や
っ
こ
）
ぶ

り
の
練
習
で
、
松
田
中
学
校
に
は
特
段
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
干
支
で
庚
申
に
あ
た
る
夜
（
六
十
日
ご

と
に
一
度
来
る
）
に
は
、
眠
っ
て
い
る
間

に
人
間
の
体
内
に
ひ
そ
ん
で
い
る
三
尸

（
さ
ん
し
）
と
い
う
虫
が
天
に
昇
っ
て
、

天
帝
に
そ
の
人
間
の
な
し
た
悪
口
を
告
げ

口
し
、
命
を
縮
め
る
と
い
い
ま
す
。
そ
れ

を
防
ぐ
た
め
人
々
は
、
そ
の
日
夜
通
し
眠

ら
ず
に
い
て
、
つ
も
る
話
を
し
、
ま
た
、

飲
食
を
し
て
過
ご
し
ま
す
。
こ
れ
を
庚
申

待
ち（
庚
申
講
）と

い
い
、
庚
申
塔
を
祀

り
ま
す
。

　
こ
の
行
事
も
第

二
次
大
戦
も
し
く

は
昭
和
三
十
年
代

を
境
に
大
方
は
消

滅
し
て
し
ま
い
ま

し
た
（
松
田
町
も
同
様
）。

　
形
態
と
し
て
は
、
文
字
で
庚
申
塔
な
ど

と
刻
ん
だ
石
塔
、
次
い
で
憤
怒
相
の
青
面

金
剛
像
を
浮
き
彫
り
に
し
た
も
の
が
多

く
、
一
部
山
王
権
現
を
主
尊
と
す
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
庚
申
塔
は
石
仏
類
の
中
で

は
三
番
目
に
多
い
の
で
す
が
、
当
町
に
は

　
今
年
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
全
て
親
睦

を
目
的
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。
８
月
19
日
（
日
）
に
開
催
し
た

町
民
親
睦
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
は
、
初

め
て
小
学
生
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

「
松
田
ベ
リ
ー
ズ
」
が
指
導
者
と
共
に
参
加

し
ま
し
た
。
　

　
松
田
ベ
リ
ー
ズ
は
、
今
年
の
小
学
生
の

地
域
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
見
事
、
県
大
会

に
出
場
す
る
な
ど
チ
ー
ム
も
好
調
。
こ
の

親
睦
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
は
、
大
人
た

ち
の
チ
ー
ム
か
ら
数
セ
ッ
ト
取
る
な
ど
、

会
場
を
大
い
に
沸
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
町
文
化
祭
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
多
種

多
様
な
文
化
活
動
成
果
の
発
表
の
場
と
し

て
、
昭
和
49
年
か
ら
開
催
し
、
今
年
で
39

回
目
と
な
り
ま
す
。
昨
年
度
は
6
0
0
人

の
入
場
が
あ
り
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
展
示
、
実
演
、
芸
能
発
表
の

三
部
門
で
構
成
さ
れ
、
主
な
内
容
は
下
段

の
と
お
り
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
J
R
松
田
駅
北
口
で
開
催
さ

れ
て
い
た
『
菊
花
展
』
は
、
今
年
度
か
ら

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
谷
戸
自
治
会
に
よ
る
展
示
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
芸
能
発
表
の
部
で
初
参
加
の

団
体
は
、「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
花
音（
バ
イ
オ

　
例
え
ば
、
玉
入
れ
、
綱
引
き
、
だ
る
ま
送
り
な
ど
、
昔
の
町
民
体
育
大
会
の
よ
う
な
、

地
域
の
人
々
が
一
つ
の
行
事
に
夢
中
に
な
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
よ
う
企
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
詳
細
は
、
９
月
15
日
に
各
世
帯
に
配
布
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
運
動
す
る
の
は
体
力
的
に
難
し
い
と
思
う
方
も
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
見
た
り
、

応
援
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
参
加
者
へ
の
励
み
に
な
り
、
地
域
の
話
題
の
一
つ
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。さ
ま
ざ
ま
な
模
擬
店
や
恒
例
の
大
抽
選
会
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

大人が夢中になれば、子どもは夢中になれる。
夢中になれば、皆が笑顔になれるはず。

　リレーのバトンは、お互いの気持ちが通い
合わなければ、うまくはいかない。
　松田スポレク祭で、地域住民同士のバトン
をつなげよう。

健闘した「松田ベリーズ」のみなさん

練習の成果！中学生の大名行列
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〜
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大
会
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第39回

リ
ン
）」と「
太
極
拳
西
湘
サ
ー
ク
ル
ま
つ

だ
」の
2
団
体
で
す
。
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
展
示
の
部
】
27
日
・
28
日

〔
１
階
展
示
ホ
ー
ル
〕

・
生
け
花
　
・
俳
句
 

・
書
道
　
・
額
絵

・
編
み
物
　
・
絵
手
紙
 
・
吊
し
雛

・
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
 

・
工
芸
品
　

公
民
館
教
室
作
品

・
ハ
ワ
イ
ア
ン
キ
ル
ト
 
・
染
め
物

〔
３
階
〕

・
立
花
愛
児
園
児
作
品

・
町
立
幼
稚
園
児
作
品

・
町
立
小
中
学
生
作
品

【
実
演
の
部
】
27
日
・
28
日

〔
1
階
ホ
ワ
イ
エ
と
３
階
和
室
〕

・
茶
道
　
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

【
芸
能
発
表
の
部
】
28
日

〔
ス
テ
ー
ジ
〕

・
約
18
団
体
の
発
表

・
町
立
小
中
学
生
合
唱
・
吹
奏
楽

　　
今
年
も
家
族
や
友
達
と
誘
い
合
っ
て
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

大
名
行
列
の
伝
承

　
今
後
も
、
幼
稚
園
・
保
育
所
・
小
中
学

校
と
連
携
し
、
大
名
行
列
の
伝
承
に
力
を

注
ぎ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

庚
申
塔

こ
う
し
ん
と
う

え

と

ま
つ

ふ
ん

け
ん

か
ん

は

ふ

ろ
う

ち

じ
ん

こ
ん
ご
う
ぞ
う

し
ょ
う
め
ん

ぬ

そ
う

十
数
基
あ
る
の
み
で
す
。

　
特
筆
す
べ
き
も
の
を
挙
げ
る
と
、
庶
子

の
桜
観
音
境
内
に
あ
る
唐
破
風
笠
付
き
の

塔
は
、
寛
文
十
年
造
立
で
当
町
最
古
、
西

相
模
で
は
最
大
級
（
総
高
二
〇
五
㌢
、
写

真
①
）
の
庚
申
塔
で
あ
り
、
町
屋
公
民
館

前
の
青
面
金
剛
像
は
彫
刻
の
際
立
っ
た
秀

作
（
延
享
五
年
造
立
、
写
真
②
）、
延
命

寺
境
内
に
あ
る
山
王
権
現
塔
（
写
真
③
）

も
庚
申
塔
の
部
類
に
入
り
ま
す
。
神
山
地

区
阿
弥
陀
堂
境
内
の
も
の
は
、
舟
形
石
に

聖
観
音
像
が
浮
き
彫
り
さ
れ
た
足
柄
近
辺

で
は
ま
れ
な
形
の
庚
申
塔
で
す
。

　
寄
地
区
福
昌
院
境
内
の
も
の
は
、
正
面

「
庚
申
塔
」、右
側
面「
堅
牢
地
神
」、左
面「
馬

頭
観
世
音
」
と
刻
し
、
三
神
仏
を
兼
ね
て

祀
る
、
こ
れ
ま
た
変
則
的
な
塔
（
享
和
三

年
造
立
）
で
す
。

③延命寺
山王権現塔

②旧町屋公民館前
青面金剛像

①桜観音庚申塔
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